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沼
本
委
員
就
任 

地
域
で
守
る 

　
児
童
の 

　
　
　
安
全
対
策 

和
　
室

プ
ー
ル

新
校
舎

保
谷
二
小
・
地
域
安
全 明保中

　
春
が
訪
れ
、
桜
満
開
の
中
、
４
月

６
日
（
金
）
に
市
立
小
学
校
で
１
５

６
０
名
、
４
月
９
日
（
月
）
に
は
市

立
中
学
校
で
１
３
５
２
名
の
児
童
・

生
徒
が
晴
れ
て
入
学
式
を
迎
え
ま
し

た
。
両
日
と
も
晴
天
に
恵
ま
れ
、
新

し
い
出
発
に
ふ
さ
わ
し
い
心
地
よ
い

一
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

◆
教
育
庶
務
課
（
内
線
２
６
１
３
） 

平平成成119999年年年年度度  
　
市
内
児
童
の
安
全
を
地
域
で
も
守

る
こ
と
を
目
的
に
、
原
則
的
に
小
学

校
の
低
学
年
の
下
校
時
に
あ
わ
せ
、

防
災
行
政
無
線
の
放
送
を
し
て
い
ま

す
。
こ
の
4
月
か
ら
、
ア
ナ
ウ
ン
ス

の
声
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

　
今
後
は
、
各
学
期
ご
と
に
変
わ
り

ま
す
の
で
、
引
き
続
き
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。 

 

◆
教
育
庶
務
課
（
内
線
２
６
１
３
） 

         

　
児
童
・
生
徒
を
交
通
事
故
や
不
審

者
か
ら
守
る
た
め
に
学
校
・
家
庭
・

地
域
の
人
々
が
一
体
と
な
り
、
登
下

校
に
お
け
る
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し

て
い
ま
す
。 

　
保
谷
第
二
小
学
校
で
は
、
防
犯
協

会
・
育
成
会
等
を
中
心
と
し
て
【
安

全
連
絡
会
】
を
組
織
し
、
そ
の
方
々

と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
保
護
者
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
が
協
力
し
て
、
登
下
校
の
安
全
確

保
を
図
っ
て
い
ま
す
。
　 

 

◆
学
務
課
（
内
線
２
６
２
１
） 

児
童
安
全
確
認
の 

市
民
向
け
広
報
に 

つ
い
て 

【
第
１
回
定
例
会
・
１
月
２３
日
】 

 

〈
可
決
〉 

○
教
育
財
産
の
処
分
に
つ
い
て
（
申

出
） 

 【
第
１
回
臨
時
会
・
２
月
１３
日
】 

 

〈
可
決
〉 

○
平
成
19
年
度
西
東
京
市
立
小
・
中

学
校
の
校
長
及
び
副
校
長
人
事
の

内
申
に
つ
い
て 

○
西
東
京
市
立
学
校
施
設
使
用
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例（
申
出
） 

○
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例  

（
申
出
） 

 【
第
２
回
定
例
会
・
２
月
２７
日
】 

 

〈
承
認
〉 

○
平
成
18
年
度
教
育
関
係
補
正
予
算

に
つ
い
て
（
申
出
）
の
専
決
処
分

に
つ
い
て 

○
平
成
19
年
度
教
育
関
係
予
算
に
つ

い
て
（
申
出
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て 

 

〈
可
決
〉 

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
職
員
の
勤

務
時
間
、
休
憩
時
間
等
に
関
す
る

規
程
の
一
部
改
正
に
つ
い
て 

○
平
成
19
年
度
西
東
京
市
教
育
委
員

会
の
教
育
目
標
に
つ
い
て 

○
西
東
京
市
立
学
校
の
管
理
運
営
に

関
す
る
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る

規
則
に
つ
い
て 

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
事
務
局
に

お
け
る
組
織
改
正
の
協
議
に
つ
い

て
（
申
出
） 

 【
第
３
回
定
例
会
・
３
月
３１
日
】 

 
〈
選
挙
〉 

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
委
員
長
の

選
挙
に
つ
い
て 

 

〈
承
認
〉 

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
の
課
長
（
相

当
職
を
含
む
。）の
職
以
上
の
人
事

に
つ
い
て
の
専
決
処
分
に
つ
い
て 

○
西
東
京
市
教
育
財
産
の
処
分
に
つ

い
て
（
申
出
）
の
専
決
処
分
に
つ

い
て 

 

〈
可
決
〉 

○
西
東
京
市
教
育
委
員
会
事
務
処
務

規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

○
西
東
京
市
ス
ポ
ー
ツ
施
設
条
例
施

行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則 

 

◆
教
育
庶
務
課
（
内
線
２
６
１
２
） 

教
育
委
員
会
報
告 

　
毎
月
開
催
さ
れ
る
教
育
委
員

会
定
例
会
を
傍
聴
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
日
時
・
会
場
に
つ

い
て
は
、
広
報
西
東
京
・
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。 

◆
教
育
庶
務
課
庶
務
係 

（
内
線
２
６
１
２
） 

教
育
委
員
会
定
例
会 

開
催
の
お
知
ら
せ 

　
西
東
京
市
教
育
委
員
会
委
員

に
沼
本
禧
一
（
ぬ
ま
も
と
　
き

い
ち
）
委
員
が
就
任
し
ま
し
た
。 

任
期
　
平
成
19
年
３
月
31
日
〜 

　
　
　
　
　
23
年
３
月
30
日 

　
住
吉
町
三
丁
目
18
番
の
旧
上
保
谷

村
又
六
、
片
山
道
（
保
谷
志
木
線
）

の
辻
に
造
立
さ
れ
た
石
仏
群
で
す
。

又
六
の
地
名
の
由
来
は
定
か
で
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
六
地
蔵
が
安
置
さ
れ

て
い
る
古
道
の
交
差
点
に
あ
る
こ
と

に
起
因
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

安
永
５
年（
１
７
７
６
）の
六
地
蔵
石

幢と
う

を
中
心
と
し
て
、
元
禄
10
年（
１

６
９
７
）の
板
碑
型
の
青し

ょ
う

面め
ん

金こ
ん

剛ご
う

庚こ
う

申し
ん

塔と
う

、
寛
政
10
年（
１
７
９
８
）の
青

面
金
剛
庚
申
塔
、明
治
30
年（
１
８
９

７
）の
地
蔵
菩
薩
立
像
２
体
、
造
立

年
代
不
詳
の
地
蔵
菩
薩
坐
像
か
ら
な

り
ま
す
。
中
央
の
六
地
蔵
石
幢
は
、

総
高
１
４
０
㎝
、
四
角
い
台
座
に
六

角
の
石
塔
で
、
各
面
に
蓮
華
上
に
地

蔵
菩
薩
の
立
像
が
浮
き
彫
り
に
さ
れ

て
い
ま
す
。
地
蔵
の
上
部
に
祈
願
文
、

「
天
下
　
泰
平
」、「
國
家
　
安
全
」、「
為

二
世
　
安
穏
」
が
三
面
に
刻
ま
れ
、

下
部
の
四
面
に
「
延
命
地
蔵
菩
薩
経
」

の
経
文
が
印
刻
さ
れ
て
い
ま
す
。台

石
に
は
、「
武
州
新
座
郡
上
保
谷
村
」

の
講
中
49
人
に
よ
っ
て
造
立
さ
れ
た

こ
と
な
ど
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
板

碑
型
の
青
面
金
剛
庚
申
塔
は
、
総
高

１
２
２
㎝
で
、
青
面
金
剛
の
下
に
三

猿
、「
上
保
谷
村
　
本
願
　
池
野
谷
仁

左
衛
門
　
一
緒
之
同
行
十
二
人
」
と

あ
り
、
蓮
華
座
が
浮
き
彫
り
さ
れ
て

い
ま
す
。
も
う
ひ
と
つ
の
青
面
金
剛

庚
申
塔
は
、
総
高
93
㎝
で
、
青
面
金

剛
像
の
左
右
に
「
天
下
泰
平
」、「
國

家
安
全
」
と
あ
り
、「
武
州
新
座
郡

上
保
谷
村
　
講
中
十
七
人
」
に
よ
っ

て
造
立
さ
れ
た
庚
申
塔
で
あ
る
こ
と

が
銘
文
よ
り
わ
か
り
ま
す
。
明
治
30

年
の
地
蔵
は
、
と
も
に
総
高
１
０
６

㎝
で
、「
北
足
立
郡
上
保
谷
村
」
の

「
又
六
講
中
三
十
人
」
に
よ
っ
て
建

て
ら
れ
た
こ
と
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

三
つ
め
の
地
蔵
は
、
丸
彫
り
で
総
高

50
㎝
、「
上
保
谷
字
又
六
」と
あ
り
ま

す
。 

　
石
仏
群
の
前
に
、
毎
年
８
月
24
日

に
縁
日
が
立
ち
、
六
地
蔵
に
「
念
仏

申
し
」
が
奉
納
さ
れ
、
都
道
の
改
修

拡
幅
後
も
近
く
の
集
会
所
で
行
な
わ

れ
て
い
ま
し
た
。
又
六
念
仏
講
は
、

地
蔵
信
仰
と
庚
申
信
仰
が
一
緒
に
な
っ

た
こ
と
を
示
す
特
徴
的
な
石
仏
群
で

す
。
江
戸
時
代
か
ら
の
生
活
信
仰
を

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
歴
史

資
料
と
し
て
昭
和
61
年
に
市
の
文
化

財
と
し
て
指
定
さ
れ
ま
し
た
。 

         

　
市
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員 

都
築
　
恵
美
子 

シ
リ
ー
ズ 

西
東
京
市
文
化
財 

又
六
石
仏
群 

（
市
文
化
財
第
24
号
） 

ま
た

ろ
く

せ
き

ぶ
つ

ぐ
ん

青青青青
嵐嵐
中中中中
学学
校校
新新新新
校校
舎舎舎舎
完完
成成成成  

     

　
こ
の
た
び
、
教
育
環
境
の
向
上
を

目
的
と
し
て
進
め
て
き
ま
し
た
青
嵐

中
学
校
の
校
舎
等
建
替
工
事
が
、
在

校
生
、
保
護
者
並
び
に
教
職
員
や
地

域
の
皆
様
な
ど
多
く
の
関
係
者
の
ご

理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
無
事
竣
工
し

ま
し
た
。
建
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、

最
新
の
学
校
設
備
を
整
備
す
る
と
と

も
に
、
生
涯
学
習
施
設
と
し
て
の
機

能
を
併
せ
持
つ
地
域
開
放
型
の
学
校

と
し
て
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
拠
点
の
役
割
を
担
う
こ
と
に
も
大

き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
施
設
の
配
置
は
２
棟
構
成
と
し
、

東
側
グ
ラ
ン
ド
に
面
し
た
校
舎
棟
と

西
側
の
体
育
館
棟
と
が
あ
り
ま
す
。

校
舎
棟
は
１
階
に
自
学
自
習
の
拠
点

と
な
る
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー（
図
書
・

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
）
や
多
目
的
室
を

設
け
生
徒
た
ち
が
利
用
し
や
す
い
教

室
配
置
と
し
ま
し
た
。
２
階
か
ら
４

階
は
、
東
側
に
普
通
教
室
ブ
ロ
ッ
ク
、

西
側
に
特
別
教
室
ブ
ロ
ッ
ク
を
並
列

に
設
け
ま
し
た
。
ブ
ロ
ッ
ク
の
中
間

に
は
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
や
吹
き
抜
け
、

テ
ラ
ス
な
ど
様
々
な
空
間
を
設
け
、

生
徒
た
ち
が
自
分
の
居
場
所
を
発
見

し
、
安
ら
ぎ
や
交
流
の
き
っ
か
け
に

満
ち
た
場
所
と
な
る
よ
う
配
慮
さ
れ

て
い
ま
す
。
体
育
館
棟
は
地
下
２
階
、

地
上
２
階
建
て
で
、
体
育
室
と
武
道

場
が
あ
り
、
目
的
に
応
じ
て
活
用
で

き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

        

　
団
体
の
施
設
使
用
に
つ
い
て
は
、

学
校
教
育
に
支
障
の
な
い
範
囲
内
で
、

学
校
の
各
施
設
（
体
育
館
・
特
別
教

室
等
）
の
貸
出
し
を
し
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
来
る
７
月
１
日
以
降
の
施

設
使
用
に
つ
い
て
は
、
使
用
料
を
ご

負
担
い
た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
詳
細
に
つ
い
て
は
、
社
会
教
育
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　 

 

◆ 

教
育
庶
務
課
（
内
線
２
６
２
１
） 

◆ 

社
会
教
育
課
（
内
線
２
７
１
１
） 

施施
設設
のののの
使使
用用    


